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Research on Changes Made to Children's Songs











　まず昭和初期に < ロンドン橋 > はどのように翻訳され、
人々に知られていたのか当時の様相を明らかにしたい。次
に、子どもたちが歌っていた < ロンドン橋 > は果たしてマ
ザー・グースがもとになっているのか、日本古来のわらべ
うたが変容したものではないかという疑問を検証したい。








































































































　わが国で最初に < ロンドン橋 > を訳詞したのは北原白秋
である。北原は、大正10年、アルス社より『まざあ・ぐうす』
を出版している。この中には129曲が収められているが、




























































































































　< ロンドン橋 > の歌が独自の歌い方をされていたのは、
実はマザー・グースがもとになっているのではなく、日本
の伝統的なわらべうたがもとになっているのではないか、
ということも考えられる。それは、< ロンドン橋 > を子ど
もがどこで知ったのか、という考察を進めるよりも自然な
ことかもしれない。そのため、筆者は、印野地区の < ロン





　わらべうたの < どんどん橋 > は、江戸時代後期から歌わ
れていたもので、子どもたちが細い板を渡って行き来しな
がら遊ぶものである。






渡るという遊びであり、印野地域の歌が < どんどん橋 > か
ら転じたとは考えにくい。
　また、童謡の世界では、大正12年に清水かつらと草川信
が < どんどん橋 > という童謡を発表している。清水は、< 靴
が鳴る > や < 叱られて > を書いた詩人であり、草川は、< 夕




　印野地区の < ロンドン橋 > は、わらべうた < どんどん橋 >、
童謡の < どんどん橋 > の変形ではなく、やはり北原や竹友
の歌をもとに作り上げたと考えるのが自然であろう。


























































































































の < ロンドン橋 > のように、日本語本来の言葉の抑揚に合
ったメロディから成り立っており、リズムが簡潔なもので
あるものではないか。また、そうであればこそ、遊びへの
発展が期待できると考える。
　今後は、この歌がなぜ、昭和初期に流行り、遂には廃れ
ていったのかを検証していきたい。
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